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運送事業、物流センター運営、国際物流（通関業）
「人々の想いをのせてつなぎます」
運送、物流センター、国際物流で培った資産をベースにKDS事業に展開

年輪経営
社員を幸せにすることから始まる

提供先（誰に）
主要な資源 価値構築の仕組み 提供してきた価値 主要な資源 価値創造の仕組み 提供する価値
内部資産 現在価値ストーリー 提供先（誰に） 内部資産 将来価値ストーリー

様々な事業所さま

何を

迅速丁寧・対応力・正確さ、時間の融
通がききやすい。細かいサービス

何を

迅速丁寧・対応力・正確さ、時間
短縮、在庫が分かりやすい、安全
性の確保された施設で、地震災害
などの緊急時での事業継続が容易
に、時間の融通がききやすい。細
かいサービス

営業力
告知力（HPからの問い合わせがある）
礼儀正しく気働きのできる従業員
現場ノウハウのある通関士
３センター間のコミュニケーションが良く、お互い
協力しあっている
安全、安心できる倉庫作業
協力先倉庫との円滑なコミュニケーション

＜経営理念＞
年輪経営
社員を幸せにする

10数年の蓄積されたノウハウや現場に精通した人
材によって、大阪港に隣接した3つのセンターで求
めに応じた迅速な対応を実現している。

第1倉庫ではフォワーディング業務、通関業務、保
税業務をお客様、同業者との緊密な連携によって実
現。
第2倉庫では、3PLのサービス提供。
第3倉庫では、他所では扱い難い特殊な商品をお預
かりしている。

様々な事業所さま 営業力
告知力（HPからの問い合わせがあ
る）
礼儀正しく気働きのできる従業員
現場ノウハウのある通関士
コミュニケーションが良く、お互
い協力しあう風土
安全、安心できる倉庫作業
協力先倉庫との円滑なコミュニ
ケーション

＜経営理念＞
年輪経営
社員を幸せにする

10数年の蓄積されたノウハウや現場に精通した人材に
よって、大阪港に統合されたセンターを設け、求めに
応じた迅速な対応を実現していく。

最初は協力会社を増やし、人材育成を行う事で増えて
くる物流量をこなす。その後、センターを統合するこ
とで、ニーズ情報の共有化や業務効率を図る。
統合することで取扱い品目のバリエーションを広げ
る。

知財

丸和運輸としてのブランド
顧客から得ている価値

知財が果たしてきた役割
サービスに対する対価・次の仕事・信頼、
ご紹介案件、情報、人脈。

外部調達資産（誰から）
10数年に培った信頼というブランド協力先倉庫3社

フォワーディング業者

「これから」の姿への移行のための戦略

顧客から頂く価値
　　（＋）　　　これまでの外部環境　　　（－） 事業課題（弱み） 知財 知財が果たす役割

サービスに対する対価・次の仕
事・信頼、ご紹介案件、情報、人
脈。

大阪港での輸入取扱い量が増えている。 輸入単位が小ロットになってきた
拠点が3箇所にあるので、効率が良く
ない。
賃貸物件なのでコスト面の負担がある

丸和運輸としてのブランド

10数年に培った信頼というブランド市場状況 外部調達資産（誰から）

製品のライフサイクルが短くなって、取扱いロットが小さくなっているので小口が増えた
協力先倉庫を増やす
フォワーディング業者

(+)　　　これからの外部環境　　　（－） 解決策（ローカルベンチマーク４つの視点を参考にする。財務の指標も含める）

国、行政、一般事業者がインバウンドに力が入って
いる。
万博などで活性化される

人口減による荷物の量が減る
直近は協力会社を増やし、仲間を増やし小ロット多品種への対応を行う。
次のステップでは、分散しているセンターを統合し、業務の効率化や新しいニーズへの対応を推進する。

考慮すべき財務指標と目標実績：
センター統合のための予算

移行のための課題

小ロット多品種、短納期のニーズへの多様化に対応する

価値を生みだしている資源 ビジネスモデル 価値

こ
れ
か
ら

自社の目的・特徴・事業概要 経営方針

こ
れ
ま
で

ビジネスモデル 価値価値を生み出す資源
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